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義的な面や逆に偏重主義的な面を相対化しようと
探っている。第三章と第四章は本書にも述べられ
ているようにややまとまりに欠ける二しかし全体
の流れ，章の構成からみると位牌祭祀と第五章の
「霊魂観と他界観」をつなぐテーマとしては適し
ていると考える。注目したいのは第五章の「霊魂
観と他界観」である。従来祖先祭祀の研究はその祭
祀組織や社会組織面からのアプローチが多く，常に
生きるもの，子孫の眼から行われてきた。ここでは
祖先観を霊魂観の中に解き放つことによってあらた
めて祖先の存在を相対視することを目指している。
　最後に本書を通読し，全体に共通する問題とし
て考えられる点を途べ，まとめに代えたい。個々
の民俗要素が，それぞれの国の歴史的変遷の中で
どのように位置づけられるのか。この視点が欠如
していては単なる文化要素の羅列に終わってしま
う可能性を残すことになる。鈴木満男の「盆にく
る霊一台湾の中元節を手がかりとした比較民俗学、
的試論」（『マレビ，トの構造』，一九七四年，三一
書房刊）は台湾と日本のそれを取り上げ，その異
質性に注目し，その差異がどのように生じてきた
のかを探るやり方で論を展開する。鈴木の注目す
べき点は国家社会に組み込まれたそれぞれの事象
を，歴史的構造の中で捉えなおし，位置づけを行っ
たうえで，初めて比較という作業に臨んでいる点
である。もちろん度々のべてきたように編者の意
図は本書の中で解決させることではなく，問題点
を明らかにする，いわば内在する視点の拡大に
あったのかもしれない。
　以上，評者の稚拙な感想を述べたが，その一貫
した姿勢は民俗学だけにとどまらず隣接の諸分野
にも影響を及ぼす本書の意義は大きい。今後広く
「環中国海」を視野においた研究が推し進められ
ることを期待するとともに，その可能性を探り続
けることが求められるであろう。散漫な文章と評
者の無力によって誤った理解をした点も多々あっ
たように思われるが，御寛容を乞うとともに論者
諸氏からの御教示を仰ぎたいと考える。
（A5版　477頁　1989年7月3ユ日　凱風
社刊　　5900円）
挑居順，孟慧英著
　　『新時期民間文学捜集出版史略』
志賀市子※
　伝統文化の破壊をめざした中国の文化大革命
は，民衆の生活に根付いた民間文学（周知の様に，
中国でいうところの民間文学とは，主として伝
説・民話・民謡・芸能等の口承文芸を指してい
る。解放後，民間文学は民衆教育の手段として重
視され，社会科学の一分野として認められずに衰
退した民俗学にとってかわった。）に対しても一
斉砲火を浴びせた。本書第一章では短いながら，
文化大革命が全国各地で引き起こしたすさまじい
破壊の一端が述べられている。文革以前に収集さ
れた貴重な資料や文物は，没収されて焼かれ，あ
るいはトラックに山積みにされて製紙工場に送ら
れた。文化大革命の炎は民間文学についての貴重
な資料を灰塵に帰しただけでなく，その担い手に
も向けられた。民話の語り手や叙事詩，民謡の謡
い手たちは，’「牛鬼蛇神」や「毒草王」，「黒歌星（黒
い歌手）」などのレッテルを貼られ，残酷な仕打
ちから死んだ者も大勢出た。迫害を受けたという
点では，民間文学の収集者，研究者もまた例外で
はなかった。彼等の多くが，「黒線人物」，「反革命」
などのレッテルを貼られ，非道な扱いを受けたと
いう。
　文化大革命終結後，すなわち1976年の「四人組
失脚」以後，中国の民間文学は戦後の焼け跡から
立ち直るように，徐々に復興を遂げ，新しい時代
を築いていった。本書は1977年から1986年までの
約10年問を，復興期（ユ977一ユ979），建設期（1980
～1983），開拓期（ユ984－1986）の3時期に分け，
それぞれの時期における民間文学の活発な展開
を，主に理論・調査・出版の側面から詳述したも
のである。本論はまず，第1章，第2章，第3章
にそれぞれ上述の3時期が当てられ，最後の第4
章で『中国民間故事集成』の編纂，出版の過程を
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描くという構成になっている。それぞれの時期で
大きな影響を及ぼした理論，活動，発言などが詳
しく引用されており，文化大革命以降の中国民間
文学，民俗学史の流れを知る上で貴重なユ冊とい
えるだろう。以下，各章ごとに興味深く読んだ事
柄をいくつか紹介してみたい。
　復興期における民間文学調査事業の重要な特徴
は，文化大革命以前の成果のうち，かろうじて残っ
たものを整理することであったという。第ユ章で
は，77年以降，民間文学復興をめざした全国各地
の様々な活動が紹介されているが，それらの活動
が急ピッチで進められた背景には，文革期に失わ
れたものへの痛恨の念と伝統文化の伝承が途絶え
てしまうことへの恐れが存在していた。特に民間
文学の語り手，歌い手の多くが，既に死亡してし
まったか，あるいは老年期に達しており，早くし
なければすべてが失われてしまうという焦りが，
収集者，研究者たちを駆り立てたのである。
　建設期に入ると，民間文学調査事業の確立をめ
ざして，組織の強化や新しい理論の整備が進めら
れた。第2章では，民間文学調査活動の主体となっ
た中国民間文芸研究会（後に中国民間文芸家協会
と改名された）がどのように成立したのか，また
調査を実際に行う人々がどのように集められ，ど
ういう訓練を受けたのかといった，外国人には意
外に知られていない「民間文学界」の舞台裏を見
ることができる。この時期には，かなり広範な一
斉調査が実施されたほか，民話の語り部や民謡の
謡い手たちに関する調査報告も行われた。また民
間文学の記録にはそれが生まれた土地の民俗の知
識が欠かせないことから，民俗学の重要性が叫ば
れるようになった。こうした動きを受けて中国民
俗学会の成立，大学における民俗学講座の設置な
どが相次いだのもこの時期である。
　1984年から！986年にかけての時期は，77年以降
の何かに急ぎ立てられるような調査が一旦落ち着
き，それまでの軌跡を振り返って反省し，新しい
方法を模索する動きが見られた。特に理論面，と
りわけ調査方法に関する理論の弱さが指摘される
ようになった。たとえば，私も何度か訪れている
江蘇省南通市で，1985年5月，『民間文学論壇』
編集部主催による，「フィールドワークと研究方
法の座談会」という会合が開かれた。座上では，
調査者の中には工作隊注もどきのやり方で材に
入ったり，民問文学作品の背景となる民俗に全く
関心を示さない者がいること，あるいは現代人の
合理的観念や個人のきまぐれで整理してしまうな
どの問題点が指摘された。こうした座談会を皮切
りに，さまざまな場でフィールドワークに関する
議論が沸き起こり，アメリカやソ連の民俗学の理
論も紹介された。この結果，従来の民間文学の方
法を表わす「収集」，「采風」のかわりに，杜会科
学の基礎に裏打ちされた「フィールドワーク」と
いう言葉がとってかわり，研究者に共通の理論的
認識が生まれた。
　最後の第4章では，全国各地で収集された成果
が，『中国民間故事集成』，『中国歌謡集成』，『中
国ことわざ集成』のいわゆる「民間文学三套集成」
にまとめられるまでの過程を描いている。そして
1988年上半期までに収集された作品の数，出版さ
れた資料集の数が各省別に図表化されている。そ
れによれば，河北省の数字が最も高く，これまで
に145，800篇の民間故事，62，349首の歌謡，
94，OOO種のことわざが収集され，ユ27の資料集が
出版されたという。数にこだわることへの疑問の
念は禁じ得ないが，民間文学研究が文化大革命の
打撃から立ち直り，さらに活発化しつつあること
を示す一つの指標と評価できよう。
　本書を通じて実感するのは，こうした民間文学
収集・研究・出版事業が，よくも悪くも国家事業
として行われているということである。日本では，
伝統文化の保護・育成に当てられる予算の，今や
経済大国と呼ばれるほどの経済力をもった国家の
水準に比べてあまりのおそまつさがしばしば批判
される。民間伝承の収集や研究は，大学の機関や
市町村の市史，あるいは町史，村史編纂委員会で
行われているが，人員も研究費も不足がちである
との声がよく聞かれる。こうした日本の状況に比
べれば，中国の民間文学は恵まれた環境にあると
も考えられるが，果たして現状はどうなのだろう
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か。
　私は，現地で実際に三套集成の調査・編集に従
事している民間文芸家協会の人々と接する機会が
あったが，資金不足，人材不足は共通の悩みらし
い。また調査者の多くが本業を抱えており（たと
えば学校教師，放送局の職員など）本業の合間に
調査や整理を行っているという。報酬が出るわけ
でもなく，「民間文芸家」たちの熱意と奉仕の精
神によってようやく支えられているのが現状であ
る。
　中国の民間文学，民俗学は，長く政治に左右さ
れてきた。文化大革命以降の10年間，「百家斉放，
百家争鳴」の風潮のもとで，活発化したものの，
去年6月の天安門事件以後再びかげりが見えてい
るようである。だが民間文学，民俗学の発展は，
現在もなお地方の農村で，辺境で，直接調査活動
に従事している無名の民間文芸家たちの，苦労を
厭わぬ熱意に支えられている。老人たちと直接接
し，民衆の生活に占める民衆文化の重要性を身を
もって感じているのも彼らである。そのためにも，
本書ではあまり触れられていない，民間文芸家た
ちの生の声に，もっと焦点をあててほしいと感じ
た。
　なお巻末の，鐘敬文先生による論文「30年来の
我国における民問文学調査・記録活動一その歴
史，方式，方法，及び成果一」は，解放後の30年
間を振り返って，改めて中国民間文学の抱えるさ
まざまな問題点を指摘した，興味深い1篇である。
　　　　　　　　　　注
工作隊とは県や省の上級機関から鎮や郷村に派遣
され，党の政策を実行する指導グループのこと
　　　　　（遼寧大学出版杜，1989，中国沈陽）
崔徳源著
『南道民俗考』
片茂永※
　本書の著者は，地域民俗学に固執する数少ない
韓国の民俗学者の一人である。したがって，彼の
選んだ全羅南道地域における調査遍歴はもう数十
年を数える。つまり『南道民俗考』の〈南道〉と
は，〈全羅南道〉を指すという認識の上で本書は
成り立っているのである。しかし，〈南道〉とい
うと，韓国の道名からすれば＜忠青南道〉や〈慶
尚南道〉がまだ残っていたり，さらには〈南道〉
の韓国語の発音が〈南島〉と同音であることから，
南道→全羅南道とする等式は，韓国民俗学の共通
認識にするにはまだ混乱を招きかねない点が多い
のである。つまり本書は，内容からすれば＜全羅
南道民俗考〉にほかならない。
　とにかく本書の構成は，十の章からなっており，
挙石信仰，村垣信仰，塩信仰，婚俗，軸日神体比
較，ガンガンスルレ，農楽，堂祭，順天民俗，新
安の民俗芸能がおのおの別々の角度から考察され
ていて，各章ごとのつながりは全く関係がない。
したがって書評の構成としては，各小論ごとの内
容と著者の態度を検討し，そこで筆者の所見を述
べることにしたい。
　挙石信仰考；本論で著者はまず石の生成由来と
形象を説明しているが，生成由来については，堂
の祭主が運んできた挙石，女性が運んできた石，
とともに子供，先祖，力持ち，百姓などが運んで
きた挙石の分類を試みている。そして形象につい
ては，そのほとんどが卵や米の形をしていること
から，殻霊の神体と見なすことができると指摘し
ているのが目立っている。挙石遊びの目的に関し
ては，正月の堂祭や年中行事の際行われていると
述べながらも，大体の挙石遊びが一人前に認めら
れるための通過儀礼的意味を含蓄していると説い
ている。それで力の程度に関しても，一人力，二
※筑波大学大学院歴史・人類学研究科
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